
健
康

と
は
、
単
に
病
気
や
体
調
に

異
常
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
身
体

的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
ま
た
社
会
的
に

も
完
全
に
調
和
の
と
れ
た
良
い
状
態
に
あ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
（

）。

大
学
を
中
心
と
し
た
生
活
環
境
に
適
応

し
、
自
分
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
得
る

状
態
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
現
在

生
活

習
慣
病

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は

食
事
、
運
動
、
休
養
、
喫
煙
、
飲

酒
な
ど
の
生
活
習
慣

が
発
病
や
進
行
に

関
係
す
る
病
気
を
さ
し
て
い
ま
す
。
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
心
臓
病
、
脳
血
管
障
害
、

糖
尿
病
等
が
あ
り
ま
す
。
諸
君
に
は
無
関

係
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
予
防
対
策

は
共
通
し
て
い
ま
す
。

栄
養
（
食
事
）

医
食
同
源
、
食
事

は
す
べ
て
の
生
命
活
動
の
根
源
で
す
。

・
多
種
類
の
食
品
で
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
。

・
生
活
活
動
に
相
応
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
摂
る
。

・
友
人
や
家
族
と
共
に
楽
し
い
食
事
の

一
時
を
も
つ
よ
う
に
す
る
。

喫
煙

動
脈
硬
化
を
進
展
さ
せ
、
血

圧
の
上
昇
を
起
こ
し
ま
す
。
喉
頭
ガ
ン
、

肺
ガ
ン
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
と

の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
慢
性
の
咳
、
痰
、
息
切
れ
の
原
因
に

な
る
。

・
不
整
脈
が
誘
発
さ
れ
る
。

・
周
辺
の
非
喫
煙
者
に
も
悪
い
影
響
を

与
え
る
。

第

回

・
特
に
副
流
煙
（
火
の
つ
い
た
側
よ
り

の
煙
）
は
有
害
物
質
が
多
く
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
や
す
い
の
で
留
意
す

る
。

飲
酒

過
度
の
飲
酒
は
多
く
の
病
気

の
原
因
に
な
り
ま
す
（
特
に
高
血
圧
や

脳
卒
中
）。

・
一
気
飲
み
は
せ
ず
、
適
量
を
、
高
タ
ン

パ
ク
食
品
と
一
緒
に
、
ゆ
っ
く
り
、
楽

し
ん
で
飲
む
。

・
女
性
は
男
性
よ
り
エ
タ
ノ
ー
ル
の
吸
収

率
が
高
い
。

・
低
体
重
者
は
高
体
重
者
に
比
べ
ア
ル

コ
ー
ル
の
作
用
を
受
け
や
す
い
の
で
注

意
す
る
。

運
動

適
当
な
運
動
は
筋
力
増
強
、

心
肺
機
能
亢
進
、
血
液
循
環
の
改
善
・

脳
神
経
細
胞
の
活
性
化
、
ス
ト
レ
ス
の

解
消
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
ち

ま
す
。

・
な
る
べ
く
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
。

・
速
歩
（

メ
ー
ト
ル

分
）、
軽
い

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
ダ
ン
ス
、
水
泳

（
ゆ
っ
く
り
）、自
転
車（

キ
ロ
メ
ー

ト
ル

時
）、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（

メ
ー

ト
ル

分
）
等
を
試
み
る
。

医
師

佐
藤

清
貴

健
康
で
あ
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

ス
ト
レ
ス

ス
ト
レ
ス
の
要
因
を
見

極
め
、
そ
れ
に
対
処
す
る
方
法
を
考
え

実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

・
無
力
感
を
持
た
な
い
こ
と
。

・
自
分
の
生
活
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

考
え
る
。

・
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ば
な
い
と
き

に
は
し
ば
ら
く
流
れ
に
任
せ
て
み
る
。

・
人
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
。

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
（
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
散
歩
、
旅
行
、
他
の
趣
味
の
時

間
）
を
も
つ
。

・
規
則
正
し
い
生
活
（
早
寝
早
起
き
）
と

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
。

・
ス
ト
レ
ス
状
況
を
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
て
行
動
す
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
的
な
学
生

生
活
を
送
る
た
め
、
出
来
る
か
ぎ
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

病
気
や
相
談
事
、
悩
み
事
が
あ
る
時
に

は
セ
ン
タ
ー
に
直
接
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、

電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。



感
染

と

感
染
症

感
染
症

と
い
う
こ
と
ば
は
か
な
り

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま

ず
そ
の
意
味
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

私
た
ち
は
日
常
的
に
、
目
に
見
え
な
い

た
く
さ
ん
の
微
生
物
と
共
存
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
病
原
性
の
あ
る
微
生
物
も
あ

り
ま
す
が
、
健
康
な
状
態
で
あ
れ
ば
こ
れ

に
触
れ
た
だ
け
で
す
ぐ
病
気
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

微
生
物
な
ど
の
病
原
体
が
体
内
に
侵
入

し
て
増
え
る
状
態
を

感
染

と
い
い
、

増
え
た
病
原
体
が
人
体
に
悪
さ
を
し
て
発

病
し
た
場
合
、
そ
の
病
気
を

感
染
症

と
よ
び
ま
す
。

感
染
症

の
中
に
は
破
傷
風
の
よ
う

に
人
か
ら
人
へ
は
う
つ
ら
な
い
も
の
も
含

ま
れ
ま
す
。
病
原
体
は
、
肉
眼
で
も
見
え

る
寄
生
虫
か
ら
、
電
子
顕
微
鏡
で
な
け
れ

ば
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
い
た
る
ま
で
多

種
多
様
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

感
染
症

の
発
症

ど
う
い
う
時
に

感
染
症

が
発
病
す

る
か
と
い
う
と
、
病
原
体
の
強
さ
が
、
生

体
の
抵
抗
力
（
免
疫
力
）
に
勝
っ
た
時
で

す
。
病
原
体
は
誰
に
で
も
同
じ
よ
う
に
作

用
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
免

疫
力
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
同
じ

強
さ
の
病
原
体
に

感
染

し
て
も
、
健

康
な
免
疫
力
の
高
い
人
は
発
病
し
な
い
で
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
あ
る
種
の
薬
や
治
療

を
受
け
て
い
る
人
な
ど
免
疫
力
の
低
い
人

は
発
病
し
、
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。人

は
生
後
半
年
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
、
あ

ら
ゆ
る
病
原
体
に

感
染

し
、
免
疫
力

を
つ
け
て
ゆ
き
ま
す
。
幼
児
期
や
学
童
期

に
人
か
ら
人
へ

感
染

す
る
、
は
し
か
・

水
ぼ
う
そ
う
・
風
疹
・
お
た
ふ
く
風
邪
な

ど
の

感
染
症

は
、
予
防
接
種
で
人
工

的
に
免
疫
力
を
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の

免
疫
が
な
い
と

感
染

を
起
こ
す
危
険

性
が
高
い
病
気
の
た
め
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
学
生
に
な
る
頃

に
は
一
般
的
な

感
染
症

に
対
し
て
は

か
な
り
の
免
疫
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
水
ぼ
う
そ
う
や
は
し
か
な
ど
は
、

小
さ
い
と
き
に
か
か
っ
て
い
な
く
て
予
防

接
種
も
受
け
て
い
な
い
場
合
、
お
と
な
に

な
っ
て
か
ら
か
か
る
と
、
な
ぜ
か
こ
ど
も

の
時
よ
り
も
重
症
な
経
過
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
っ
た
か
ど
う
か

は
、
抗
体
の
検
査
を
す
る
こ
と
で
簡
単
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

感
染
症

の
予
防
に
つ
い
て

感
染
症

の
予
防
に
つ
い
て
は
、
病

原
体
を
近
づ
け
な
い
か
そ
れ
に
打
ち
勝
つ

十
分
な
免
疫
力
を
持
つ
か
に
尽
き
ま
す
。

清
潔
な
環
境
衛
生
に
加
え
て
個
人
的
な
注

意
と
し
て
は
、
手
を
洗
う
、
う
が
い
を
す

る
、
調
理
器
具
を
洗
う
（
消
毒
す
る
）、

食
品
を
洗
う
、
高
い
熱
を
加
え
る
な
ど
ご

く
当
た
り
前
の
こ
と
が

感
染
症

予
防

の
基
本
に
な
り
ま
す
。
ま
た
日
頃
の
体
力

を
十
分
に
養
っ
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
免

疫
力
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
青
年
期
は
一
生
の
う
ち
で
一
番
体
力

が
あ
り
免
疫
力
も
高
い
時
期
で
す
が
、
勉

強
・
仕
事
・
旅
行
な
ど
で
睡
眠
不
足
が
続

い
た
り
疲
労
が
た
ま
っ
た
り
す
る
と
体
力

が
弱
ま
り
、
免
疫
力
が
落
ち
て
き
ま
す
。

体
力
の
過
信
は
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。

こ
こ
数
年
結
核
の
流
行
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
私
の
身
近
に
も
健

康
診
断
で
発
見
さ
れ
た
人
が
い
て
、
再
燃

し
始
め
た
こ
の

感
染
症

に
関
心
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
結
核
は
感
染
源

が
わ
か
り
に
く
く
、
体
力
が
落
ち
た
時
な

ど
、
免
疫
力
が
な
い
人
に
忍
び
寄
る
油
断

で
き
な
い
病
気
で
す
。

に
よ
る
免

疫
力
は

年
く
ら
い
で
落
ち
て
く
る
の
で

安
心
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
結
核
に
つ

い
て
は
、
毎
年
の
定
期
健
康
診
断
で
ま
ず

確
実
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見

つ
か
っ
て
治
療
す
れ
ば
完
全
に
治
り
ま
す

し
免
疫
も
で
き
ま
す
か
ら
、
心
配
に
は
及

び
ま
せ
ん
。
感
染

し
た
こ
と
を
知
ら

ず
に
い
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
怖
い
こ
と
で

す
。
毎
年
の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
は

学
校
保
健
法
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
個
人
の
健
康
を
守
る
た

め
の
大
切
な
基
本
は
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

看
護
婦

佐
賀

誠
子

病
原
体
と
の
戦
い
？
共
存
？



年度定期健康診断受診結果
学生定期健康診断は学校保健法に基づき、毎年 月初頭に校地別（多摩キャンパス 日間、

後楽園キャンパス 日間）に実施しています。

本年度の受診結果は、下表のとおりです。

昨年度に対して約 名増加しました。近年の傾向としては、 ・ 年生の受診率の向上が

あげられます。このことは、健康への意識の高まりとともに、就職協定の廃止に伴う現象と

思われます。

受診しなかったために病気の発見が遅れ、気づいたときには快復しがたい段階まで進行し、

休学を余儀なくされる学生も毎年いて、家族や友人に迷惑がかかる例も見受けられます。

また、大学で発行する健康診断証明書（特に就職用）は、この健康診断を基に作成します。

未受診のため発行されないケースの場合は、外部医療機関を受診し、余分な時間と高い証明

書料を払うことになります。

年度定期健康診断受診状況

注 ．在籍学生数は、 年 月末日現在（企画調査資料による）

．その他の受診学生

大学院生 名

科目等履修生他 名

．受診者総数 名

年度定期健康診断受診結果

学年
一部 二部

在籍数 受診数 受診率 前年比 在籍数 受診数 受診率 前年比

年次生 ％ ％
年次生 ％ ％
年次生 ％ ％
年次生 ％ ％
修延生 ％ ％
計 ％ ％

健康記録カードの提出について
健康記録カードは、学生諸君の在学中の健康診断記録及び診療の際に参考にする重要な
カード です。
健康記録カードは、定期健康診断終了時に提出することになっていましたが、未提出者は
下記の手続きを行ってください。
なお、未提出のまま放置すると、就職・奨学金・留学等で必要な健康診断証明書は発行で
きません。

記
．提出場所 多摩キャンパス 号館 階 保健センター事務室

後楽園キャンパス 号館 階 保健センター理工学部分室
．提出に際しての注意

健康記録カード 面及び 面の必要事項をすべて記入すること。
健康記録カード 面の 尿・血圧検査 は、医療機関で証明を受けること。


